
第2 4回地域戦略検討会のお知らせ 
（ 第 3 9 回 課 題 検 討 会 ） 

「水俣・芦北地域戦略プラットフォーム」とは  

水俣・芦北地域戦略プラットフォーム 

「負の遺産」としての水俣病事件をベースに、人間としての生き方、日々の暮らし、地域社会（教育、環境、福祉、

経済、政治など）のあり様を問い直そうとする市民、ＮＰＯ、研究者、民間事業者、行政職員など多様な関係者

の"出会いの場、学習の場、討議の場"であり、また、"新たな価値（生活文化）を 

創造する「場」"として位置づけられた舞台（プラットフォーム）です。 

話題提供  宮北隆志 熊本学園大学 水俣学現地研究センター長 

        藤本延啓 熊本学園大学 社会福祉学部 講師 

日時 2015年 6月29日(月)
場所 熊本学園大学  水俣学現地研究センター 
       水俣市浜町２-７-１３（水俣市公民館裏、婦人会館向かい） TEL・FAX 0966-63-5030  

水俣市第5次総合計画を読んでみると、水俣市における「まちづ

くりの基本理念」として、「『真の豊かさ』を感じることができ、多くの

人が交流する、活力あるまちを、市民協働で築いていきます」と

述べられています。ところがその一方で、近年の水俣では「協働」

のあり方が問われる事柄がいくつも起きているように感じられてし

まうのは、なぜでしょうか。 

今回のプラットフォームでは、「環境首都水俣創造事業」とそれに

至る経緯を中心的な議論対象としながら、水俣市の「協働」「市

民参加・参画」について問うていきたいと思います。 

まず藤本から、「協働」の観点に基づく「水俣円卓会議」と「環境

モデル都市推進委員会」の経緯について、さらに宮北より、「みな

また環境まちづくり研究会」から「『環境首都水俣』創造事業」へ

の経緯について、それぞれ課題提示をふくめながら報告します。

その上で、参加者間で情報共有・意見交換を進めていきたいと

考えています。 

みなさんのご参加をお待ちしております。 

「水俣・芦北地域戦略プラットフォーム」世話人会・事務局 

熊本学園大学水俣学研究センター 藤本延啓 

「環境首都水俣」創造事業を考える 
ー水俣の「協働」「市民参加・参画」を問う－ 


